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　市民の皆さま方には、日頃より本市議会に対しまして、ご理解とご協力を賜り心より感謝申しあげます。
　この度、８月６日の正副議長選挙におきまして、議長、副議長に就任いたしました。誠に身に余る光栄
であり、重責を果たすため、渾身の努力を傾注してまいります。
　さて、二元代表制の一翼を担う本市議会としましては、市民の皆さまの声を市政に反映し、市議会に求
められる役割が果たせるよう、また、コロナ禍の状況にあっても皆さまが安心して暮らせるよう、議員の
力を結集し、この難局に立ち向かっていく所存であります。そのためにも、議員各々が研鑽につとめ、市
民の皆さまの期待に応えられるよう、努力を続けてまいりたいと考えています。
　今後も、皆さまの負託に応えられるよう、誠心誠意努力してまいりますので、ご支援とご協力をよろし
くお願いいたします。

議長・副議長就任あいさつ

役 員 等 一 覧 表

議  長
草野　　豊

副議長
山﨑　正直

議会運営委員会　  ８名
委員長 浅見信夫 伊藤喜久雄 押谷與茂嗣 竹本直隆 中嶌康雄 藤井　登

副委員長 中川　勇 矢守昭男

予算常任委員会　 24 名
委員長 千田貞之

（全議員）
副委員長 佐金利幸

広報広聴委員会　 11 名
委員長 鋒山紀子 鬼頭明男 柴田光男 千田貞之 多賀修平 髙山　亨

副委員長 宮本鉄也 竹本直隆 中嶌康雄 松本長治 山﨑正直

長浜水道企業団議会議員 ９名
伊藤喜久雄 押谷與茂嗣 鬼頭明男 草野　豊 髙山　亨 竹本直隆

丹生隆明 藤井　登 吉田　豊

湖 北 広 域 行 政 事 務
セ ン タ ー 議 会 議 員 12名

浅見信夫 草野　豊 斉藤佳伸 佐金利幸 柴田光男 千田貞之

中嶌康雄 西尾孝之 鋒山紀子 松本長治 宮本鉄也 矢守昭男

湖 北 地 域 消 防
組 合 議 会 議 員 12名

草野　豊 斉藤佳伸 佐金利幸 千田貞之 多賀修平 髙山　亨

轟　保幸 中川　勇 松本長治 宮本鉄也 山﨑正直 吉田　豊

長 浜・ 米 原 市 議 会
連 絡 協 議 会 委 員 ８名

草野　豊 斉藤佳伸 柴田光男 竹本直隆 藤井　登 宮本鉄也

山﨑正直 矢守昭男

敦 賀・ 長 浜・ 高 島 三
市 議 会 協 議 会 委 員 ７名

草野　豊 山﨑正直 浅見信夫 髙山　亨 藤井　登 中嶌康雄

千田貞之 　 　

新役員が決まりました



3 ながはま市議会だより

総務教育常任委員会　委員長　髙山　亨

健康福祉常任委員会　委員長　藤井　登

産業建設常任委員会　委員長　中嶌康雄

市民の声を反映できる議会運営に努力

　未熟な私が総括的なこの委

員会のまとめ役を任され戸

惑っておりますが、ベテラン

議員諸氏の力を存分に発揮し

ていただき、市民の声を反映

させつつ、市政のチェックや

政策提案の機能が果たせるよう委員会運営に努めて

まいります。コロナ禍を乗り切ること、多くの公共

施設の維持管理・老朽化等、課題山積ですが、任期

最終年を実のあるものにできるよう刻苦精励してま

いります。

市民の皆様に寄り添う委員会に

　当委員会において、昨年 11

月から議論を深めてきました

「小中学生への医療費無料化拡

充」について、市長が９月定

例会において表明されました。

　あるときは行政を支え、ま

たあるときは、眼光鋭くチェック機能を果たし、皆

様に寄り添い、誰一人取り残さない、そして日々の

暮らしを豊かにする、そのような委員会にしていき

たいと考えています。

将来を見据えた議事機関としての役割を果たします
　まちづくりや産業・観光経
済などを審議する委員会とし
て、議員の役割と責務を認識
し、行政の監視役を果たしな
がら、地域分権社会に的確に
対応できる議会となることが
必要であると考え、 掲げる３
つの目標を目指し、現場主義
の基、その役割りを果たすよ

う努力いたします。
①  市民の期待に応えられる議会（説明と責任を明確

にする）
②  議員力の向上（政策提案や議論・審議、監視等の

充実を図る）
③  議会機能の強化を図る（提案・審議、監視、調査

等機能の充実を図る）

押谷與茂嗣

浅見信夫

柴田光男

鋒山紀子

佐金利幸

竹本直隆

副委員長
矢守昭男

副委員長
鬼頭明男

副委員長
斉藤佳伸

中川　勇

伊藤喜久雄

千田貞之

松本長治

轟　保幸

西尾孝之

丹生隆明

草野　豊

多賀修平

山﨑正直

宮本鉄也

吉田　豊
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令和３年８月臨時会
会期／８月６日

令和３年８月臨時会議決結果表
●全員一致で可決したもの

番号 件名 付託先委員会

第 90 号 令和３年度長浜市一般会計補正予算（第５号）
予算

第 91 号 令和３年度長浜市病院事業会計補正予算（第１号）

第 92 号 長浜市個人情報保護条例及び長浜市番号法に基づく個人番号の利用等に関す
る条例の一部改正について 総務教育

第 93 号 長浜市手数料条例の一部改正について 健康福祉

第 94 号 財産の取得について
産業建設

第 95 号 財産の取得について

○市長提出議案

各常任委員会に付託された議案６件について審査しました。

各常任委員会報告 …委員会での審査内容の一部を紹介します

　議案第 90 号　令和３年度長浜市一般会計補正

予算（第５号）にかかる、財政調整基金繰入金に

ついて審査しました。

　長浜市個人情報保護条例及び長浜市番号法に基づく個人番
号の利用等に関する条例の一部改正について審査しました。

各分科会から審査結果の報告を受け、さらに総括的な審査を行いました。

　市内店舗を対象とした、キャッシュレス決済ポ
イント還元キャンペーンの実施について審査しま

した。

　昨年度実施した時とは異なる状況下での実施で

あり、また、店舗では、10 月から決済システム

利用料が必要になってくることから、今回の取り

組みは、小規模事業者への支援につながるのか。

また、キャッシュレス決済に取り組むことが難し

い事業者との不公平が生じないように取り組んで

ほしいとの意見がありました。

　除雪用ドーザの購入にあたり、今回は国

庫補助を受ける関係で、６月に補正予算を

要求し、納期が３月末となったが、当該シー

ズンでの除雪に間に合うよう予算措置に努

められたいとの意見がありました。

　新型コロナウイルス感染症の影響による生活困
窮者への食料品、日用品等の支援に関しては、今

後も引き続き困窮者に寄り添った対応をされたい

との意見がありました。

長浜市手数料条例の一部改正について審査しました。

総務教育分科会

総務教育常任委員会

予算常任委員会（全議員）

健康福祉分科会

健康福祉常任委員会

産業建設分科会

産業建設常任委員会
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　〈審査過程における主な質疑応答や意見〉

　特に付言すべきとされた事項はありませんでしたが、執行部におかれては、決算審査の過程におけ

る意見、指摘、要望等を真摯に受け止め、今後の予算編成及び予算執行、並びに行政運営に生かされ

るよう求めました。

Q１　 長浜駅北地区や元浜町 13 番街区のテナントの早期入居について、駅周辺や商店街のにぎわい

創出のため、市としてサポートするべきではないか。

A　　市ができることについて事業者の皆さんの相談に乗っていきたい。

Q２　 ６次産業化推進事業費のうち有機農業推進支援事業奨励金等について、有機という名称使用に

ついては JAS の認定が必要であり、混乱を生じさせる恐れがある。

A　　 紛らわしいところは是正するとともに、有機作物に結び付けられるような事業展開を進めてい

きたい。

Q３　 道路愛護活動・河川愛護活動について、高齢化・人口減少により地域での活動が厳しい状況で

ある。

A　　 市道の交差点付近などは委託工事で草刈り清掃を行っているが、不十分な状況であるため、今

後は活動いただける団体を広げていきたい。

意見　 速水６号線整備事業について、安全面の確保のため、事業が進展するよう継続的に交渉を続け
ていただきたい。

決算議案を分科会で審査

分科会での審査を踏まえ全体で審査

９／14、15産業建設分科会 ９／16健康福祉分科会 ９／21総務教育分科会

令和３年９月定例会
会期／8月30日～10月20日

決算特別委員会

令和２年度
歳入歳出決算を認定しました

Point

　令和２年度の決算議案を審査するため、正副議長を除く議員 22 人で組織する「決算特別委員会」を設け
ました。決算特別委員会では、３つの分科会（総務教育分科会、健康福祉分科会、産業建設分科会）を設け、
専門的に審査をしました。
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令和３年９月定例会
会期／8月30日～10月20日

各常任委員会に付託された議案８件、請願１件についての審査及び委員会提出議案について協議をしました。

各常任委員会報告 …委員会での審査内容の一部を紹介します

〇 新型コロナウイルス感染症のまん延により、

令和４年度においても厳しい財政運営を余

儀なくされることが予想されるため、「コロ

ナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税

財源の充実を求める意見書」を当委員会から

本会議に提出することとしました。

〇 長浜市基金の整理について（着手）ほか３件

の報告・協議事項について、担当課から説明

を受けました。

Q　 令和２年度長浜市病院事業会計決算につ

いて、コロナ禍で病床の稼働率や医業収入

が減っているが、これからの展望は。

A　 受療行動が完全に変わり、今までと同じよ

うに受診されるとは思わないため、新しい

形での提供を考える必要があります。ま

た、稼働率については、良くなってきてい

ます。

〇 子ども医療費助成拡充については、当委員会

で議論を重ねており、来年度からの実施につ

ながりました。

○ 請願第５号　「コロナ禍による米の需給改善と米価

下落の対策を国に求める意見書」の提出を求める

請願について、請願者及び請願紹介議員にお越し

いただき、直接意見を聞くとともに、慎重に審査

しました。

○ 議案第１１２号「市道の路線の廃止及び認定」の

審査経過

　・ ９月 14 日　疑義のある事項を調査・審査し、議

論を尽くし、合意形成に努めるために時間を要

することから、「閉会中の継続審査」とすること

に決定。

　・ ９月 27 日　三つの会派から会期延長の申し入れ

があり、議案を審査する十分な時間が確保でき

る見通しとなったため、継続審査の決定を取り

消し、「再審査」とすることに決定。

　・ ９月28日　本会議で今定例会の会期延長を議決。

　・10 月５日　現地調査を実施。（一の宮町）

　・ 10 月 11 日　担当課からの資料や説明に基づき、

議論・審査。（審査結果等は次号で報告します。）

〇 「えきまち長浜株式会社の第１四半期の経営状況

について」、参考人としてえきまち長浜株式会社か

ら代表取締役にお越しいただき、説明を受けまし

た。

「閉会中の継続審査」…委員会に付託された議案などに

ついては、定例会の会期中のみ審査できますが、会期中

に結論が出なかった場合、「閉会中の継続審査」とする

ことで、例外的に会期が終了し定例会が閉会した後も継

続して審査ができます。特に期限が決められない場合は

次の定例会までが審査期限となります。

「再審査」…委員会に付託された議案について、一旦決

定した後に、委員会の意思で決定を取り消し、審査・調

査をやり直すことです。

総務教育常任委員会（９/21）

健康福祉常任委員会（９/16）

産業建設常任委員会（９/14、27）

市道の現地調査の様子

議 用会 語
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令和３年９月定例会
会期／8月30日～10月20日

予算常任委員会

市道舗装修繕工事や、まちづくりセンター改修工事に関する

補正予算を可決しました
Point

　予算常任委員会では、９月 14 日～ 21 日に各分科会、９月 24 日に総括的な審査を行う予算常任委員会
を開催し、一般会計補正予算案等３件を審査しました。また、９月 28 日に各分科会、予算常任委員会を開
催し、追加議案１件を審査しました。

意見　 市民まちづくりセンター整備事業費については、改修工事が必要となった原因をきちんと究明
し、その原因を取り除く必要があること、また、最低の投資で最大の効果を上げられる施工内

容とすべきとの意見がありました。

　各分科会からの審査結果報告を受け、包括的な審査を行いました。分科会から提案された意見や指

摘事項を真摯に受け止め、今後の予算編成及び予算執行、行政運営に生かされるよう求めました。

Q１　 道路維持補修等工事及び河川維持補修等工事の債務負担行為を設定する目的は。

A　　 緊急性のある小規模修繕工事を年度当初から行うためには、前年度に業者を選定する必要があ

りますので、債務負担行為を設定します。

Q２　 緊急経済対策事業費について、８月 27 日に発令された緊急事態宣言に伴う支援金なのか、また、

対象事業者の想定数はどれくらいか。

A　　 緊急事態宣言を受け、９月に影響を受けた事業者に対し支援金を支給するものであり、対象は、

２，３００事業者を見込んでいます。

意見　 道路維持管理事業費については、小中学校の通学路等、安全確保の維持補修が必要な路線があ
るにもかかわらず、緊急的に対応していくとした路線の基準を明確にすべき。

Q　　 介護保険財政調整基金の令和３年度末見込残高１０億７，１４７万余円は、介護保険料の上昇

幅抑制等に活用するとされているが、保険料は据え置きか。

A　　第８期における３年間の保険料を据え置くため、基金４億円を取り崩す計画です。

９／21、28　総務教育分科会（委員８名）

９／24、28　予算常任委員会（全議員）

９／16、28　健康福祉分科会（委員８名）

９／14、28　産業建設分科会（委員８名）
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９月定例会では、緊急事態宣言下という状況を踏まえ、
会派代表者及び無会派議員が一般質問を行いました。

 一般質問（会派代表者）　※下記の質問項目のうち、太字部分について要約し、９～14 ページに掲載しています。

○恵風会（伊藤喜久雄…議員）… ①子どもを大切に・子育てに充実した街づくりについて

    ②普通河川（法定外水路）改修支援への弾力的な補助制度運用について

    ③湖北地域消防組合の消防力適正配置に係る消防施設整備計画について

    ④ヤングケアラーについて

    ⑤長浜市DX推進と自治会等の地域コミュニティ活動へのデジタル支援について

○新しい風（中川　勇…議員） ①デルタ株等による感染防止対策及びワクチン接種対応について

    ②高等専門学校誘致について

    ③通学路の安全対策と通学経路の見直しについて

    ④デジタル行政の推進状況について　　

○新政クラブ（中嶌康雄…議員） ①リーダーシップと現場主義等について

    ②指定管理者制度と地域づくり活動の推進について

    ③地域づくりと地域協働への基本的姿勢について

    ④情報提供のあり方について

    ⑤デジタル行政について

    ⑥電子書籍について

    ⑦公共施設マネージメントについて

    ⑧市内経済の回復策について

○日本共産党長浜市議団… ①新型コロナウイルス感染防止対策について

　　　　（浅見信夫…議員） ②土砂災害対策について

    ③財政運営と市民の暮らしについて

    ④ケアワーク体制の充実・強化について

    ⑤姉川河川整備工事について

○公明党（鋒山紀子…議員）… ①「デジタル長浜元年」について

    ②フリーランス支援について

    ③子育て支援について

 個人一般質問（無会派）
○西尾孝之…議員…… … ①持続化給付金詐欺事件について

市政を問う
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子育て支援！
保護者の願いが
実現します。

問　

来
年
度
実
施
に
向
け

て
準
備
を
進
め
る
と
の
こ

と
だ
が
、
対
象
年
齢
や
実

施
時
期
な
ど
に
つ
い
て
問

う
。

答　

拡
充
の
対
象
と
な
る

の
は
、
小
中
学
生
約
１
万

人
で
経
費
は
平
成
30
年
度

年
間
２
億
５
千
万
円
を
見

込
ん
で
い
ま
し
た
が
、
子

ど
も
の
数
の
減
少
や
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
受
診
控
え

の
影
響
も
あ
り
、
精
査
中

で
す
。
実
施
時
期
は
、
周

知
期
間
が
必
要
な
た
め
、

来
年
10
月
を
め
ど
と
し
て

い
ま
す
。

　
「
コ
ン
ビ
ニ
受
診
」
で

医
療
機
関
の
負
担
が
増
え

な
い
よ
う
に
「
正
し
い
受

診
」
を
啓
発
し
て
い
き
ま

す
。

問　

湖
北
地
域
消
防
組
合

の
消
防
施
設
再
編
計
画
で

は
、
び
わ
出
張
所
と
余
呉

出
張
所
が
廃
止
統
合
さ
れ

る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

消
防
車
や
救
急
車
の
発
車

場
が
遠
の
き
、
地
域
へ
の

到
着
時
間
が
遅
く
な
る
こ

と
で
、
地
域
か
ら
不
安
の

声
が
伝
わ
っ
て
き
て
い

る
。
安
心
安
全
な
生
活
環

境
の
下
で
、
不
安
な
く
穏

や
か
に
暮
ら
せ
る
こ
と
が

担
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
消
防
組
合
構
成
市

と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
問
う
。

答　

余
呉
地
域
で
は
新
消

防
署
か
ら
５
㎞
以
上
に
位

置
す
る
地
域
も
あ
り
、
現

場
到
着
ま
で
に
時
間
を
要

す
る
こ
と
か
ら
、
消
防
防

災
支
援
員
の
配
置
、
防
災

ヘ
リ
や
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

活
用
な
ど
、
消
防
・
救
急

業
務
の
低
下
を
防
ぐ
方
策

が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

移
転
統
合
に
関
し
、
地
域

住
民
の
皆
さ
ん
の
不
安
が

払
し
ょ
く
さ
れ
る
よ
う
消

問　

自
治
会
な
ど
各
地
域

で
維
持
管
理
さ
れ
て
い
る

「
法
定
外
水
路
」
は
、
本

来
の
機
能
が
失
わ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
も
多
く
、
近
年

の
集
中
豪
雨
や
大
雨
時
に

内
水
氾
濫
が
発
生
し
、
生

活
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
。
機
能
回
復
の

改
修
工
事
に
対
す
る
補
助

制
度
が
あ
る
も
の
の
、
工

事
費
が
数
百
万
円
必
要
と

な
る
箇
所
も
あ
り
、
地
元

の
自
治
会
等
単
独
で
は
財

源
的
に
負
担
で
き
ず
、
放

置
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い

う
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
地
域

の
安
全
安
心
な
環
境
整
備

の
観
点
か
ら
、
現
在
の
補

助
制
度
の
弾
力
的
な
運
用

に
つ
い
て
問
う
。

答　

地
元
の
負
担
を
少
し

で
も
軽
減
し
、
地
域
で
末

永
く
適
正
に
維
持
管
理
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
現

行
の
補
助
金
の
拡
充
や
、

大
規
模
な
修
繕
を
必
要
と

す
る
場
合
の
仕
組
み
づ
く

り
に
つ
い
て
も
、
前
向
き

に
検
討
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

防
組
合
と
と
も
に
丁
寧
な

説
明
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

会 派 代 表 質 問

各会派の代表質問録画映像はQRコードからアクセスできます！

会派代表質問
録画映像QR

恵
風
会

伊
藤
　
喜
久
雄
　
議
員

24 時間出動の消防・救急車

大雨により「内水氾濫」
した地域

「
子
ど
も
医
療
費
無
料
化
」へ
！

拡
充
の
実
施
時
期
は

普
通
河
川
（
法
定
外
水
路
）
改
修
支
援

へ
の
弾
力
的
な
補
助
制
度
の
運
用
を

就学前 小学生 中学生

通院 無料

入院 無料

び
わ
・
余
呉
両
消
防
出
張
所
の
廃
止

統
合
へ
の
不
安
払
し
ょ
く
を

中学生まで拡充
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問　

高
等
学
校
の
全
県
１

区
制
度
の
影
響
を
受
け
て
、

市
内
の
中
学
生
の
40
％
近

く
が
市
外
の
高
校
に
流
出

し
て
い
る
。
少
子
化
と
人
材

の
流
出
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

旧
長
浜
北
高
跡
地
に
高
等

専
門
学
校
の
誘
致
を
推
進

す
べ
き
と
思
う
が
、
市
の

見
解
を
問
う
。

答　

県
が
今
年
度
中
に
構

想
骨
子
を
ま
と
め
る
べ
く
、

有
識
者
に
よ
る
懇
話
会
や

ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
検
討

を
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市

と
し
て
も
高
等
専
門
学
校

の
設
置
は
、
地
域
を
担
う

人
材
の
育
成
や
確
保
に
つ

な
が
る
も
の
と
し
て
、
地

域
の
産
業
界
と
共
に
検
討

さ
れ
る
こ
と
や
、
各
市
町

か
ら
も
学
校
の
在
り
方
に

つ
い
て
提
案
で
き
る
機
会

を
設
け
て
い
た
だ
く
よ
う
、

知
事
に
直
接
要
望
し
て
い

ま
す
。
旧
長
浜
北
高
跡
地

へ
の
誘
致
と
い
う
提
案
に

つ
い
て
は
、
可
能
性
の
一

つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
が
、
ど
の
よ
う
な
学
校

に
な
る
の
か
、
ま
た
他
の

候
補
地
と
比
べ
て
優
位
性

を
ど
う
出
し
て
い
け
る
の

か
を
総
合
的
に
検
討
し
て

い
く
中
で
、
判
断
さ
れ
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

同
時
に
高
等
専
門
学
校

が
ど
の
地
域
に
設
置
さ
れ

て
も
、
即
戦
力
で
あ
る
高

等
専
門
学
校
の
卒
業
生
が

本
市
の
企
業
で
働
い
て
も

ら
え
る
こ
と
が
何
よ
り
も

肝
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

問　

新
興
団
地
の
造
成

や
沿
道
サ
ー
ビ
ス
店
の
拡

大
等
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で

の
通
学
経
路
周
辺
の
危
険

度
が
高
ま
っ
て
い
る
と
こ

ろ
も
見
受
け
ら
れ
る
。
ま

た
人
口
減
少
が
進
み
自
治

会
・
集
落
単
位
の
児
童
生

徒
数
に
も
変
化
が
生
じ
て

い
る
。
通
学
時
の
安
全
性

を
確
保
す
る
意
味
か
ら
も

将
来
を
見
据
え
た
中
で
、

長
浜
市
全
体
の
通
学
の
あ

り
方
を
検
討
す
る
時
期
が

到
来
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
社
会
情

勢
の
変
化
に
伴
う
通
学
経

路
の
見
直
し
等
に
つ
い

て
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答　

市
で
は
毎
年
４
月

に
指
定
通
学
路
調
査
を
実

施
し
、
変
更
が
あ
る
場
合

は
学
校
か
ら
報
告
を
受
け

て
い
ま
す
。
交
通
状
況
が

刻
々
と
変
化
し
て
い
る
中

で
学
校
で
は
子
ど
も
た
ち

が
安
心
し
て
通
学
で
き
る

よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

実
情
を
ご
存
じ
い
た
だ
い

て
い
る
保
護
者
や
地
域
の

方
々
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
通
学
路
に
つ
い
て
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー

ド
の
皆
さ
ん
や
地
域
の
方

に
も
子
ど
も
た
ち
の
安
全

確
保
に
ご
協
力
い
た
だ
い

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

市
と
し
て
は
未
来
あ
る

子
ど
も
た
ち
を
交
通
事
故

な
ど
か
ら
守
る
た
め
に
、

こ
れ
か
ら
も
保
護
者
や
地

域
の
皆
さ
ん
の
声
を
し
っ

か
り
と
聞
き
な
が
ら
通
学

路
の
安
全
対
策
を
推
進
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

誘致に向け全市挙げての
取組みが必要だが !

会 派 代 表 質 問

各会派の代表質問録画映像はQRコードからアクセスできます！

会派代表質問
録画映像QR

旧長浜北高跡地周辺の様子

道路幅が狭く、登下校時は通
行車両との混雑が顕著となる

旧
長
浜
北
高
跡
地
を
活
用
し
て

高
等
専
門
学
校
の
誘
致
推
進
を
！

通
学
路
の
安
全
対
策
と

通
学
経
路
の
見
直
し
を
！

新
し
い
風

中
川
　
勇
　
議
員

旧長浜北高跡地

長浜IC
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問　

地
域
づ
く
り
協
議

会
の
指
定
管
理
に
お
い
て

は
、
地
域
づ
く
り
を
推
進

す
る
こ
と
が
中
心
で
は
な

く
、
施
設
の
管
理
運
営
の

費
用
対
効
果
に
主
眼
を
置

く
な
ど
、
単
眼
的
な
姿
勢

し
か
伺
え
な
い
。

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
の
進
展
に
よ
っ
て
、
地

域
に
様
々
な
影
響
が
出
て

お
り
「
自
治
会
活
動
、
伝

統
行
事
、
地
域
農
業
の
担

い
手
不
足
」「
買
い
物
、

通
院
な
ど
の
移
動
手
段
の

確
保
」「
高
齢
者
の
見
守

り
」「
空
き
家
の
増
加
」

な
ど
、
こ
う
し
た
多
様
化
、

高
度
化
す
る
地
域
課
題
に

対
応
し
て
い
く
た
め
、
地

域
の
力
が
ま
す
ま
す
重
要

に
な
っ
て
く
る
。

　

市
が
実
施
し
て
い
る
指

定
管
理
は
、
地
域
づ
く
り

の
推
進
、
市
民
協
働
の
推

進
に
ま
っ
た
く
逆
行
し
た

も
の
で
、
地
域
づ
く
り
協

議
会
が
行
う
地
域
づ
く
り

に
つ
い
て
ど
う
期
待
さ
れ

て
い
る
の
か
を
問
う
。

答　

地
域
づ
く
り
協
議

会
に
は
、
地
域
の
様
々
な

課
題
の
解
決
に
向
け
て
市

民
自
ら
が
継
続
的
に
取
り

組
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴

を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り

や
、
地
域
課
題
の
解
決
に

取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
自
治
基
本
条
例
の

制
定
か
ら
約
10
年
に
な
り

ま
す
が
、
同
条
例
に
規
定

さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
市

の
事
務
事
業
の
一
部
を
委

ね
る
こ
と
は
進
ん
で
お
ら

ず
、
ま
た
、
地
域
に
よ
っ

て
事
情
が
様
々
な
中
で
、

地
域
づ
く
り
協
議
会
に
求

め
ら
れ
る
役
割
や
目
指
す

べ
き
方
向
性
に
違
い
が
生

じ
て
い
ま
す
。

　

地
域
づ
く
り
協
議
会
を

よ
り
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
組
織
へ
と
転
換
を
図
っ

て
い
く
過
渡
期
に
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
地
域
づ
く

り
協
議
会
を
は
じ
め
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

た
ま
わ
り
な
が
ら
、
活
動

支
援
や
地
域
協
働
の
あ
り

方
に
つ
い
て
見
直
し
を
図

り
ま
す
。

問　

市
内
経
済
の
回
復
策

に
つ
い
て
、
ど
う
対
策
を

と
る
の
か
、
盆
梅
展
の
来

場
者
数
の
減
少
、
市
内
黒

壁
を
含
む
商
店
街
へ
の
来

街
者
数
の
減
少
、
己
高
庵
、

健
康
パ
ー
ク
あ
ざ
い
や
、

道
の
駅
の
利
用
客
数
の
減

少
を
食
い
止
め
る
た
め
の

割
引
券
の
発
行
や
、
市
内

限
定
商
品
券
を
発
行
す
る

こ
と
も
視
野
に
い
れ
て
、

市
全
部
局
が
一
体
と
な
り

検
討
す
る
必
要
が
な
い
か

を
問
う
。（
一
例
と
し
て
、

彦
根
市
で
は
市
内
在
住
者

が
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を

彦
根
城
な
ど
の
入
場
時
に

提
示
す
れ
ば
観
覧
料
が
免

除
）

答　

市
内
経
済
の
回
復

策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事

業
者
や
来
街
者
の
皆
様
の

声
を
し
っ
か
り
と
聞
き
と

り
、
経
済
波
及
効
果
を
含

め
た
広
い
視
野
で
、
市
全

部
局
が
一
体
と
な
っ
た
検

討
が
必
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。
長
浜
観

光
協
会
や
他
部
局
、
関
係

機
関
と
連
携
を
と
り
適
時

適
切
に
支
援
策
を
検
討
し

新
た
な
支
援
策
の
具
現
化

を
早
急
に
す
す
め
て
ま
い

り
ま
す
。

会 派 代 表 質 問

各会派の代表質問録画映像はQRコードからアクセスできます！

会派代表質問
録画映像QR

ながはま文化福祉プラザ

地
域
づ
く
り
と
地
域
協
働
へ

の
基
本
的
姿
勢
に
つ
い
て

市
内
経
済
の
回
復
策
に
つ
い
て

新
政
ク
ラ
ブ中

嶌
　
康
雄
　
議
員
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問　

感
染
拡
大
防
止
に

は
、
濃
厚
接
触
者
に
関
わ

ら
ず
全
員
を
検
査
す
る
こ

と
や
高
齢
者
施
設
等
へ
の

重
点
的
検
査
、
学
校
や
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
保
育

所
等
も
含
め
た
福
祉
施
設

も
対
象
に
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
思
う
が
、
ど

う
考
え
る
か
。

答　

保
健
所
の
業
務
負
担

は
増
大
し
て
い
ま
す
が
、

保
健
所
判
断
で
濃
厚
接
触

者
の
認
定
や
検
査
が
す
す

め
ら
れ
て
お
り
、
濃
厚
接

触
者
を
は
じ
め
と
す
る
関

係
者
へ
の
速
や
か
な
検
査

が
重
要
で
、
引
き
続
き
必

要
な
検
査
の
実
施
に
つ
い

て
、
連
携
協
力
し
て
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

問　

自
宅
療
養
者
の
急
増

に
伴
い
、
県
の
対
策
と
併

せ
て
、
市
と
し
て
自
宅
療

養
者
へ
の
医
療
ア
ク
セ
ス

が
必
要
だ
と
考
え
る
が
。

答　

保
健
所
が
湖
北
医
師

会
と
、
自
宅
療
養
者
に
対

す
る
電
話
診
療
を
含
め
た

往
診
対
応
や
薬
の
処
方
に

つ
い
て
相
談
さ
れ
て
い
ま

す
。
市
は
、
市
民
の
医
療

に
関
す
る
相
談
対
応
や
、

必
要
に
応
じ
て
か
か
り
つ

け
医
か
ら
処
方
さ
れ
る
薬

剤
の
受
け
取
り
や
配
達
を

行
う
な
ど
、
今
後
も
保
健

所
や
医
師
会
、
か
か
り
つ

け
医
等
々
と
連
携
・
協
力

を
し
て
い
き
ま
す
。

問　

市
内
鳥
羽
上
町
切

畑
地
区
で
は
、
山
林
に
不

法
に
建
設
残
土
が
投
棄
さ

れ
、
２
０
１
６
年
10
月
に

大
崩
壊
し
、
下
部
の
山
林

を
埋
め
尽
く
し
、
数
百
本

の
杉
の
木
を
壊
し
、
そ
の

後
の
大
雨
で
土
砂
が
川
に

流
入
す
る
と
い
う
土
砂
災

害
が
起
こ
っ
て
い
る
。
現

地
の
状
況
は
変
わ
っ
て
お

ら
ず
、
再
度
崩
壊
す
る
恐

れ
も
あ
り
、
市
と
し
て
も

現
地
調
査
を
行
い
、
行
政

指
導
・
措
置
を
さ
れ
な
い

の
か
。

答　

現
地
確
認
は
、
県
の

責
任
で
定
期
的
に
実
施
さ

れ
、
現
時
点
で
は
支
障
を

及
ぼ
す
こ
と
が
な
い
状
況

だ
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、

情
報
共
有
な
ど
連
携
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。
県
で

は
厳
し
い
規
制
等
の
法
整

備
が
有
効
と
認
識
さ
れ
、

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
知
事
会
も

国
に
継
続
し
て
要
望
さ
れ

て
い
ま
す
。

問　

コ
ロ
ナ
禍
で
注
目
を

さ
れ
て
い
る
ケ
ア
ワ
ー
ク

（
医
療
・
福
祉
・
介
護
・

保
育
等
）
の
職
場
は
、
待

遇
や
労
働
環
境
の
悪
さ
か

ら
、
恒
常
的
な
人
手
不
足

が
続
い
て
い
る
。
ま
た
民

営
化
も
進
み
、
パ
ー
ト
な

ど
不
安
定
雇
用
も
増
大
し

て
い
る
。
正
規
職
員
化
を

す
す
め
、
民
間
へ
の
補
助

増
額
等
で
対
応
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

答　

賃
金
改
善
や
人
材
不

足
の
解
消
は
、
重
要
な
課

題
と
認
識
し
て
お
り
、
市

で
は
様
々
な
支
援
・
施
策

を
講
じ
て
人
材
確
保
に
努

力
し
て
い
ま
す
。
国
に
お

い
て
も
、
待
遇
や
職
場
環

境
の
改
善
措
置
が
図
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
今
後
国
や

県
に
対
し
、
更
な
る
取
組

の
充
実
・
強
化
を
働
き
か

け
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

市
職
員
に
よ
る
民
間
の
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
巡

回
訪
問
や
相
談
対
応
な
ど

一
層
の
支
援
体
制
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

会 派 代 表 質 問

各会派の代表質問録画映像はQRコードからアクセスできます！

会派代表質問
録画映像QR

日
本
共
産
党
長
浜
市
議
団

浅
見
　
信
夫
　
議
員市立長浜病院の PCR 検査センターでの検査の様子

山の頂から残土投棄の一帯を眺める／右側杉
林が土砂流入で枯死状態／奥が鳥羽上集落

感
染
症
抑
制
に
は

検
査
の
拡
充
を

盛
り
土
災
害
を
繰
り
返
す
な

ケ
ア
ワ
ー
ク

待
遇
改
善
は
急
務
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デジタルに接する
体験の機会を

問　

高
齢
者
が
取
り
残
さ

れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
デ

ジ
タ
ル
デ
ィ
バ
イ
ド※１
解
消

の
方
策
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
を
問
う
。

答　

高
齢
者
の
方
々
を
は

じ
め
と
し
て
、
様
々
な
理

由
か
ら
デ
ジ
タ
ル
に
触
れ

る
機
会
が
少
な
く
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
手
続
き
を
す
る

と
い
っ
た
と
き
に
、
操
作

す
る
こ
と
が
難
し
い
方
々

が
お
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
、
総
務
省
で
は
、

携
帯
キ
ャ
リ
ア
会
社
や
民

間
団
体
な
ど
が
行
う
「
デ

ジ
タ
ル
活
用
講
座
」
へ
の

補
助
事
業
を
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。
本
市
で
も
、
ま

ず
は
身
近
な
ス
マ
ホ
に
実

際
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

る
機
会
を
増
や
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
ら

の
事
業
と
の
連
携
も
進
め

て
い
ま
す
。

　

近
く
、
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
「
初
め
て

の
ス
マ
ホ
講
習
会
」
を
開

催
し
て
い
く
計
画
で
す
。

問　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

影
響
を
受
け
生
活
困
窮
と

な
っ
た
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

の
よ
う
な
働
き
方
の
人
た

ち
へ
の
支
援
が
必
要
で
は

な
い
か
考
え
を
問
う
。

答　

 

昨
年
実
施
し
ま
し

た
「
事
業
継
続
緊
急
支
援

金
」
で
は
、
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
を
含
む
個
人
事
業
者
に

支
給
し
た
実
績
が
あ
り
ま

す
。
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
限

ら
ず
、
事
業
者
か
ら
ご
相

談
が
あ
れ
ば
ど
な
た
で

も
、
各
種
支
援
金
に
よ
る

事
業
継
続
支
援
や
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
等
に
よ
る
就

労
支
援
な
ど
、
必
要
な
施

策
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

流
産
や
死
産
を
経
験

し
た
女
性
等
へ
の
グ
リ
ー

フ
ケ
ア
を
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
か
れ
る
の
か
を
問

う
。

答　

本
市
で
は
、
子
育
て

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
配
置

し
て
い
ま
す
。
妊
娠
・
出

産
、
育
児
の
相
談
を
受
け

て
い
る
中
で
、
流
産
や
死

産
を
経
験
さ
れ
た
方
や
ご

家
族
の
話
を
う
か
が
う
こ

と
も
あ
り
、
大
切
な
赤

ち
ゃ
ん
を
な
く
さ
れ
た
悲

し
み
の
深
さ
を
感
じ
、
少

し
で
も
寄
り
添
っ
た
支
援

が
で
き
る
よ
う
に
努
め
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
流
産
・
死
産

を
経
験
さ
れ
た
方
が
、
家

族
の
他
に
も
安
心
し
て
悲

し
み
を
打
ち
明
け
ら
れ
る

場
と
し
て
、
同
じ
経
験
を

も
つ
方
と
話
せ
る
サ
ポ
ー

ト
グ
ル
ー
プ
を
紹
介
す
る

な
ど
、
更
な
る
支
援
を
す

す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

会 派 代 表 質 問

各会派の代表質問録画映像はQRコードからアクセスできます！

会派代表質問
録画映像QR

公
明
党

鋒
山
　
紀
子
　
議
員

「
デ
ジ
タ
ル
長
浜
元
年
」

身
近
な
取
り
組
み
は

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
支
援
に
つ
い
て

問
う

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の

グ
リ
ー
フ
ケ
ア※２
に
つ
い
て
問
う

語句の説明
※１　デジタルディバイド
インターネットなどを使える人と使えな
い人との間に生じる格差のこと
※２　グリーフケア
深い悲しみを体験した人に寄り添い悲し
みから立ち直れるように支援すること
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一般質問
録画映像QR

問　

持
続
化
給
付
金
を
不

正
に
受
給
し
、
い
ま
だ
に

全
額
返
納
し
て
い
な
い
者

が
い
る
と
聞
く
が
見
解
を

問
う
。

答　

経
済
産
業
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
か
ら
、

不
正
受
給
し
、
給
付
金
を

返
納
し
て
い
な
い
者
が
全

国
的
に
い
る
こ
と
を
確
認

し
て
お
り
ま
す
。
給
付
金

制
度
を
悪
用
し
、
公
金
を

詐
取
し
た
行
為
は
許
さ
れ

る
も
の
で
は
な
く
、
当
然
、

不
正
受
給
し
た
者
は
し
っ

か
り
と
返
納
す
べ
き
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問　

持
続
化
給
付
金
詐
欺

事
件
に
つ
い
て
、
す
で
に

逮
捕
者
も
出
て
い
る
。
こ

の
事
件
に
対
す
る
市
民
の

不
満
の
声
に
対
し
、
ど
う

応
え
る
の
か
問
う
。

答　

こ
の
給
付
金
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
事
業
の

継
続
に
困
っ
て
い
る
事
業

者
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
救
済
す
る
た
め
の
制
度

で
す
。

　

こ
の
制
度
を
悪
用
し
、

不
正
受
給
を
行
っ
た
者

は
、
し
っ
か
り
と
返
納
し
、

厳
正
に
処
罰
さ
れ
る
べ
き

と
考
え
ま
す
。

西
尾
　
孝
之
　
議
員

（
無
会
派
）

・ 写真に団体名と、活動内容の紹介等コメント（60 文字程度）を添え、データを市議会事務局（gikai@
city.nagahama.lg.jp）へ 12 月１日までに送信ください。２月１日発行号（予定）に掲載します。

〈注意事項〉未発表のもので、被写体（人物・建物等）の肖像権や撮影対象関係者の承諾を得たものに限ります。

応募作品の公開によるトラブルが生じた場合、応募者の責任及び負担において、その一切を解決するものと

します。営利目的、宗教活動、政治活動、また反社会的団体に関する作品は応募できません。採用は、議会

だよりにふさわしいものを市議会広報広聴委員会で決定し、著作権は長浜市に帰属します。応募に係る一切

の費用は応募者でご負担ください。

　令和３年９月定例会の個人一般質問で、西尾孝之議員が、答弁に立った市職員に対し威圧的な言動により

答弁を阻害したことは遺憾であり、後日、私から厳重に注意いたしました。私、議長としましても議事整理

について反省いたすところです。多くの皆さまにご迷惑をおかけしました事を深くおわび申しあげます。

　今回の件を踏まえ、今後の議会運営をより良いものにしていくため、議員間で協議を重ね、市民のための

議会として適正な議会運営に臨んでまいります。

 議長　草野　豊

市内で元気に活動中の市民活動団体の皆さん

議会だより表紙を飾りませんか

個 人 一 般 質 問

持
続
化
給
付
金
詐
欺
事
件
に

つ
い
て
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※ 表内の「○」は賛成、「×」は反対を表します。　※ 会派名の「無」は、会派に属さない議員です。　※ 議長の草野豊議員は採決に加わりません。

令和３年９月定例会議決結果表

番号 件　　　名

付
託
先
委
員
会

会派

議員

議決結果

恵風会 新しい風 日本共産党 新政クラブ
公
明
党

無

伊
藤
喜
久
雄

千
田
　
貞
之

多
賀
　
修
平

轟
　
　
保
幸

藤
井
　
　
登

松
本
　
長
治

矢
守
　
昭
男

中
川
　
　
勇

佐
金
　
利
幸

柴
田
　
光
男

竹
本
　
直
隆

丹
生
　
隆
明

浅
見
　
信
夫

鬼
頭
　
明
男

斉
藤
　
佳
伸

髙
山
　
　
亨

押
谷
與
茂
嗣

宮
本
　
鉄
也

中
嶌
　
康
雄

吉
田
　
　
豊

鋒
山
　
紀
子

草
野
　
　
豊

西
尾
　
孝
之

山
﨑
　
正
直

○市長提出議案（9/28採決）

第99号 令和２年度長浜市一般会計歳入歳出決算の認
定について 決 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇

第102号 令和２年度長浜市後期高齢者医療保険特別会
計歳入歳出決算の認定について 決 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇

第103号 令和２年度長浜市介護保険特別会計歳入歳出
決算の認定について 決 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇

○請願（9/28採決）

第５号 「コロナ禍による米の需給改善と米価下落の対
策を国に求める意見書」の提出を求める請願 産 不採択 × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × - 〇 〇

●賛否の分かれた議案等 決…決算　　　産…産業建設

●全員一致で可決・認定・同意・可と答申したもの
○委員会提出議案（9/28採決）

番号 件名 付託先委員会

意見書案
第３号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書 ―

○市長提出議案（8/30採決）

番号 件名 付託先委員会

第 114 号
～

第 120 号
小谷財産区管理会の委員の選任について ―

○市長提出議案（9/28採決）

番号 件名 付託先委員会

第 96 号 令和３年度長浜市一般会計補正予算（第６号）

予算第 97 号 令和３年度長浜市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

第 98 号 令和３年度長浜市介護保険特別会計補正予算（第１号）

第 100 号 令和２年度長浜市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について

決算
第 101 号 令和２年度長浜市国民健康保険特別会計（直診勘定）歳入歳出決算の認定について

第 104 号 令和２年度長浜市休日急患診療所特別会計歳入歳出決算の認定について

第 105 号 令和２年度長浜市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について

第 106 号 令和２年度長浜市病院事業会計決算の認定について
健康福祉

第 107 号 令和２年度長浜市老人保健施設事業会計決算の認定について

第 108 号 令和２年度長浜市公共下水道事業会計決算の認定について
産業建設

第 109 号 長浜市市営住宅条例の一部改正について

第 110 号 長浜市病院事業の設置等に関する条例の一部改正について 健康福祉

第 111 号 長浜市公共下水道事業の設置等に関する条例の一部改正について
産業建設

第 113 号 損害賠償の額を定めることについて

第 121 号 令和３年度長浜市一般会計補正予算（第７号） 予算

○諮問（8/30採決）

第１号
～

第 12 号
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて ―
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11月18日(木) 定例常任委員会

 　　  10時～産業建設常任委員会

 　　  13時～健康福祉常任委員会

 　　  15時～総務教育常任委員会

11月29日(月) 12月定例会開会日

12月 ８日(水) 個人一般質問

12月 ９日(木) 個人一般質問

12月10日(金) 個人一般質問

12月13日(月) 産業建設常任委員会、予算分科会

12月14日(火) 健康福祉常任委員会、予算分科会

12月15日(水) 総務教育常任委員会、予算分科会

12月17日(金) 予算常任委員会

12月21日(火) 12月定例会閉会日

 ※ （日程は変更される場合があります。）この他にも随時、議会運営委員会等が開催されます。
　 詳しくはホームページまたは議会事務局でご確認ください。

 今後の会議予定（11 月１日以降）
 

市
議
会
の
詳
し

い
情
報
は
こ
ち

ら
か
ら
⬅

一般質問の録画映像
が簡単に見られます！
一般質問のページに、録画
映像が見られる QR コー
ドを議員ごとに掲載してい
ます。ぜひご覧ください。

 

■
キ
ン
モ
ク
セ
イ
の
香
り
が
ま
ち
を
包
み
季
節

は
確
か
な
足
取
り
で
移
ろ
い
変
化
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
も
コ
ロ
ナ
禍
で
変
化
を
求
め

ら
れ
た
１
年
余
り
で
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
の
２
回
接
種
が
完
了
し
た
人
の
割
合
が
人

口
の
50
％
を
超
え
、
本
市
で
も
さ
ら
に
接
種
が

進
む
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
油
断
す
る
こ
と

な
く
「
新
し
い
生
活
様
式
」
を
し
っ
か
り
と
徹

底
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

そ
し
て
、
命
を
守
る
た
め
に
日
夜
奮
闘
い
た
だ

い
て
い
る
医
療
従
事
者
の
皆
さ
ん
に
改
め
て
敬

意
と
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

■
キ
ン
モ
ク
セ
イ
の
花
こ
と
ば
は
「
謙
虚
」
で
す
。

感
染
防
止
と
社
会
経
済
活
動
の
両
立
と
い
う
困

難
に
直
面
す
る
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
議
員
そ

れ
ぞ
れ
が
市
民
の
声
に
謙
虚
に
耳
を
傾
け
、
市

政
へ
と
届
け
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

■
私
た
ち
広
報
広
聴
委
員
会
で
は
一
人
で
も
多

く
の
市
民
に
親
し
ま
れ
、
手
に
取
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
紙
面
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
　
　
　

長
浜
市
議
会　

広
報
広
聴
委
員
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

６
５
ー
６
５
４
７

本会議と委員会の様子をインター
ネットで配信しています。スマート
フォンでも視聴できます。

・ 傍聴にお越しのときは、感染症
対策にご協力をお願いします。

・ 傍聴席で水またはお茶を飲むこ
とができるようになりました。

本会議等の生中継を
ご覧になれます

議会の傍聴

　健康福祉常任委員会では、野田病院事業管理者、
市立長浜病院髙折院長、長浜市立湖北病院納谷院
長にお越しいただき、全議員で緊急事態宣言下に
おける市立病院の現状について説明を受けました。
　両病院では、通常の診療が安心して受けられる
よう、徹底した感染防止対策に取り組まれている
こと、また、市立長浜病院では、滋賀県の「見守
り観察ステーション」に代わる病床として、感染症
専用病床を２病棟に増床し、新型コロナウイルスに
感染した透析患者や急激に重症化した患者を治療
する体制を整えられたことなどが報告されました。
　医療体制に大きな負荷がかかる厳しい状況のな
か、医療従事者の皆さんには、湖北地域の安心・安
全を守るため、使命感を持って激務にあたられて
いることに心から感謝申しあげます。市議会とし
ましても、安定した医療体制を守るため全力を尽
くしてまいります。

A　 それぞれの専門外来で
治療をしています。ま
た、メンタルケアは、
患者だけでなく、コロ
ナに感染していない人
にも重要であることが
わかってきています。

A　 子どもが重症化するリ
スクは非常に低いです
が、12 歳以下の子ど
もには、ワクチン接種
ができないため、感染
予防対策が重要です。

緊急事態宣言下における市立長浜病院、湖北病院の
新型コロナウイルス感染症対応の現況について勉強会を開催しました

Q　 コロナウイルス感染
症の後遺症について
の治療は。

Q　 子どもの感染症への
今後の対応はどのよ
うにすればよいか。
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